
平成 24年度年次報告

課題番号：7021

（１）実施機関名：

気象庁

（２）研究課題（または観測項目）名：

沖合・沿岸津波観測等による津波の高精度予測に関する研究

（３）最も関連の深い建議の項目：

2. 地震・火山現象解明のための観測研究の推進

（3）地震発生先行・破壊過程と火山噴火過程

（3-2）地震破壊過程と強震動

イ．強震動・津波の生成過程

（４）その他関連する建議の項目：

5. 超巨大地震に関する当面実施すべき観測研究の推進

（2）超巨大地震とそれに起因する現象の予測のための観測研究

ウ．超巨大地震から発生する津波の予測

（５）本課題の５か年の到達目標：

　津波波源（地震断層運動；津波伝播計算に必要な初期値）に関する知識の蓄積・改善及び，津波伝

播過程の高精度再現を図る．

　沖合津波観測データの津波予測への活用手法を検討するとともに，津波波源の推定手法に関する技

術基盤を強化する．

（６）本課題の５か年計画の概要：

・地震津波の発生メカニズムに関する研究

　検潮記録などの解析，比較的大きな津波の場合は沿岸津波痕跡調査，あるいは大地震直後の余震活

動などの調査に基づき，過去の地震津波の，より現実的な津波波源モデル，すなわち津波発生メカニ

ズム，を明らかにする．また，津波波源に関する知識の蓄積及び改善を図り，現行の津波予報システ

ムの改良に資する．

・津波伝播に伴う津波減衰特性の研究

　過去観測された多数の津波後続波の検潮記録をデジタル化し，実際に観測された津波の減衰特性を

類型化あるいは共通項の抽出を行うとともに，津波の減衰過程を予測するための理論的あるいは経験

的な手法を構築し，適切な津波警報の解除に資する．

・沖合津波観測データを用いた津波予測手法の検討

　主としてＧＰＳ波浪観測点における沖合津波観測データを活用し，観測点近傍の沿岸エリアに到達

する津波の到来時刻及び振幅を予測するための手法を構築する．また，ＧＰＳ波浪観測も含め沖合津

波観測技術・観測網の発展を踏まえて研究を進める．

（７）平成 24年度成果の概要：



・2004年のスマトラ島沖地震の巨大津波発生メカニズムの研究について，今年度は，昨年度の一次処

理に引き続き，マルチチャンネル反射法地震探査データの処理を本格的に進めた．その結果，昨年度

の予察的解析結果と同じく，スマトラ北西沖外縁隆起帯の断層群の中でも，外縁隆起帯中央部を北北

西-南南東方向に縦断する中央スラストが最新の地質学的時代において最も活動的であるという結論が

得られた．

・巨大津波の減衰過程の特性を調べるため，2010年チリ中部地震及び 2011年東北地方太平洋沖地震

による津波波形を収集した．

・数値実験を通じて沖合の観測値から海岸付近の津波振幅の経験則を構築できる環境を整備するため

のシステムを開発した．このシステムには，地震断層モデルからの地殻変動計算，地形・構造物等デー

タの編集，各種パラメータ・計算条件の設定，実行プログラムの自動生成～計算実行，計算結果の可

視化という数値計算の各手順の実施を支援する沿岸の津波数値計算のための統合ソフトウェアが含ま

れる．

・沖合津波波形の逆解析に基づく津波予測手法について，業務化を念頭においたプロトタイプシステ

ムを構築し，現在，パラメータ設定などのシステム調整を行っている．

・これまでに開発した津波予測手法の性能を評価するため，2011年東北地方太平洋沖地震の前震（M7.4）

による津波に適用し，沖合津波計付近の沿岸について，津波第一波の最大波が到着する約 15分前に，

第一波の波高と到着時刻をよく再現できることを示した．

　また，気象庁 DARTや防災科学技術研究所が整備を進めている日本海溝沿いの沖合津波観測網を想

定した津波即時予測の数値実験を実施し，それらの観測点増設が即時の予測精度向上に効果的である

ことを示すとともに（図１,２），そうした大量のデータをより有効に活用するために，予測手法を改

善する余地があることを見出した．

・東海海底水圧計のデータについては，同海底水圧計のデータの解析処理を継続し，計測水圧データ

の観測精度や誤差の評価を実施中である．

　また，2012年 3月 14日に三陸沖で発生した地震は水圧式津波計データが津波注警報の更新の判断

に活用された最初の事例であるが，この地震について地震津波発生時に記録された水圧と地震動との

関係を調べた．水圧式津波計で記録された変動は低周波帯域から順に，静水圧，動水圧，水中音圧の

三種類に分けられ，近傍の海底地震計の記録との比較から，動水圧は地動の加速度と，水中音圧は地

動の速度とそれぞれ比例関係にあることが見出せた．

・新型海底水圧計の水圧センサーの計測安定性や温度特性等を把握するために，岐阜県瑞浪市の東濃地

震科学研究所の観測壕内の観測縦孔に，水圧センサー，水温センサー，その他観測機材を設置し，数

か月間の陸上試験観測を実施した．

（８）平成 24年度の成果に関連の深いもので、平成 24年度に公表された主な成果物（論文・報告書等）：
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（９）平成 25年度実施計画の概要：
・スマトラ島沖地震の巨大津波発生メカニズムに関する研究については，反射法地震探査データなど

の地質学的解釈のまとめを行うとともに，スマトラ沖の詳細な海底地形調査の解釈についてのまとめ

を行う．

・津波の減衰特性に関する研究については，引き続き，津波減衰特性を解析する手法を巨大津波の減

衰過程の特性も説明できる時間減衰のモデル化を行うとともに，これまでの取りまとめを行う．

・沖合津波観測データから沿岸の津波を予測するプロトタイプシステムについて，システムの調整及

び性能評価を引き続き実施する．また，その結果を踏まえ，同システムの根幹をなす津波予測手法に

ついて，更なる高度化に向けた課題を整理する．

・沖合津波波形の逆解析から得られる津波波源の即時解が，実際の津波浸水分布をどれ位再現出来る

かについて調査する．

・ケーブル式海底水圧計による津波観測値の精度評価を継続する．また，新型海底水圧計については

陸上試験観測データの解析を通してその性能評価を行うとともに，気象庁のケーブル式海底水圧計の

近傍に設置し，実海域での比較観測を実施する．

（10）実施機関の参加者氏名または部署等名：
地震火山研究部

他機関との共同研究の有無：無

（11）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：気象研究所企画室

電話：029-853-8536

e-mail：ngmn11ts@mri-jma.go.jp

URL：http://www.mri-jma.go.jp/

（12）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
氏名：前田憲二 　

所属：気象研究所地震火山研究部



図１．2011年東北地方太平洋沖地震を仮定した数値実験における，本震時に実在した沖合観測点で地震後 20分ま
でに得られる津波波形を用いた津波予測結果．

(a)津波波形逆解析における観測波形と計算波形の比較．網掛け部分の波形は逆解析で用いていない．(b)逆解析に
より求めた初期水位分布．星印は，震央位置を示し，逆解析におけるダンプ拘束強さの空間分布の基準位置とし

て用いた．(c)沿岸付近の水深 100 m地点における観測波形と予測波形の比較．(a)と (c)の緑色の線は，予測計算
を実施する時刻を示す（地震後 20分）．

図２．2011年東北地方太平洋沖地震を仮定した数値実験における，本震時に実在した沖合観測点及び海溝海側に
仮想的に追加した海底水圧計三点で地震後 20分までに得られる津波波形を用いた津波予測結果．
(a)-(c)の各図の見方は図１と同じ．


